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抄録

 
近年、水素水は健康に良い水として注目され、ドラッグストアやコンビニエンスストア

などの実店舗及びインターネット上で簡単に入手可能となっている。水素は体内で活性酸

素と結合して素早く消去することで 20 種類以上の疾患や症状に対する効果・効能を有す

ると言われている。市販されている水素水製品にはアルミパウチ型、アルミ缶型、ペット

ボトルをはじめスティック型、浄水器型およびタブレット型など様々な形態のものがある。

本研究では、一般家庭で入手可能で主流となっているアルミパウチ型、アルミ缶型及び水

素生成剤型（スティック型・錠剤型）の市販水素水製品 17 種類を水素水試料として、実

際に溶存水素が表示どおり含有しているか否か溶存水素濃度を測定するとともに、開封後

の保存状況により溶存水素濃度に変化があるのか否かについて検討した。溶存水素濃度の

測定は、ポータブル溶存水素計またはメチレンブルー滴定法を用いて行った。市販水素水

製品の多くは、一部の例外を除いてほぼ表示通りの溶存水素濃度であった。開封後の溶存

水素濃度について検討した結果、アルミパウチ型タイプの試料では脱気状態で保存するこ

とで開封後 5 日間以上まで溶存水素濃度が保持された。アルミ缶型の脱気不可能な容器で

は開封 1 日後には溶存水素濃度は 0 ppm になっていた。以上の結果、水素水は、開封後は

速やかに飲むべきであることが示唆された。  
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はじめに 

ヒトは生命活動を維持するためには、水分並びに栄養素を補給していかなければならな

い。ヒトの水分量は、加齢とともに変化していくが、一般に成人において生体成分の 50～
60％、乳幼児の場合約 70％が水分で構成され、10％以上が失われると脱水症状を起こし、

20％以上の不足で生命の危機を招くと言われている。つまり、「水」は、生命活動において

必要不可欠なものであり、一般に 1 日に約 2 L の水分を補給しなくてはいけないとされて

いる 1）。 
生命を維持していく上で必要なエネルギーは、生体内細胞のミトコンドリアにおいて生

成しているが、この過程において活性酸素種を副産物として生成してしまう。この活性酸

素種は、外因性の細菌やウイルスに対する防御作用を有している一方、細胞膜破壊や細胞

の酸化、DNA の損傷など様々な障害を引き起こしてしまう。この活性酸素種に対して水素

が有効であることが報告されている 2,3)。動物モデルに水素水を投与したところ、動脈硬化

症におけるアテロームの増加，糖尿病における脂肪代謝、ストレスによる認知機能低下、

薬物によるドパミン神経細胞の変性、シスプラチンの腎毒性、慢性移植腎症、心臓や肺の

放射線障害などがそれぞれ改善された。しかしながら、水素及び水素水の作用機序につい

ては未だ不明な点が多く、効果の検証についても臨床レベルの大規模な研究が必要である。

一般に水素は安全性が高く人への投与も容易であることから、酸化ストレスや炎症に関連

する多くの疾患で新たな治療法となることも期待されている 4,5) 。 
市場では多くの飲料水が出回り、還元水、酸性電解水、オゾン水、アルカリイオン水な

どが知られ、日本機能水学会では、機能水を「機能水とは、人為的な処理によって再現性

のある有用な機能を獲得した水溶液の中で、処理と機能に関して科学的根拠が明らかにさ

れたもの、及び明らかにされようとしているもの」と定義している 6.7）。近年、水素水が注

目を集め、テレビやインターネット、雑誌や週刊誌などで健康に良い水として取り上げら

れている。水素水とは、医学的には水素豊富水といい、水の中に水素原子同士が結合した

水素分子が豊富に含まれている水のことをいう。この水素分子の作用により、多くの疾患

や症状に対する効果効能が医学的な臨床検査によって証明されている ）。 
市販の水素水にはサーバーあるいはアルミパウチ型、アルミ缶型、ペットボトルをはじ

めスティック型、浄水器型およびタブレット型製品がある。特に、アルミパウチ型では、

製品説明に特殊フィルムや多層構造を採用している旨の表記があるものがあり、低分子の

水素の保持に関連性が示唆される。また、容器に溶存水素濃度が表示されているものや表

示されていないものがある。そこで本研究では、一般販売もしくはインターネット販売さ

れている水素水製品について、実際に溶存水素が表示通り含有しているのか否かについて

測定した。あわせて、開封後に溶存水素濃度がどのように変化していくのか、容器の種類

（アルミパウチ型、アルミ缶型、水素生成剤型など）を比較検討し考察した。 
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表1 試料の原水・特徴・商品表記水素濃度  

 
 ＃ 使用原水 特徴（メーカー記載） 水素濃度（表記濃度）  

ア

ル

ミ

パ

ウ

チ

型 

A 池水 水素が逃げにくい気密性

の高い 4 層アルミパウチ

容器を採用 

1.4ppm 以上（充填時）、 
0.8ppm 以上（お届け時） 

B 湧水 水素を充填 1.25ppm 以上 
C 地下水 中性域 0.8～1.2ppm(製造時) 
D 天然水 酸化還元電位が - 6 5 0 ~ 

-800mV 以上 
2.0～2.5ppm 以上(充填時) 

E 湧水 特殊フィルターに通して

粒子を細かくした「ナノ

水素水」、加圧方式。 
特殊構造のアルミパウチ

を使用。 

0.7～1.4ppm 

F 天然水 シ ラ ス 多 孔 質 ガ ラ ス

(SPG)フィルターにより、

口当たりまろやかで身体

への透過率が高いのが特

徴。原水に水素を飽和状

態近くまで直接含有させ

る技術の加圧式水素溶存

法を採用 

0.8~1.2ppm 

G 伏流水 特許製法で水素をたっぷ

り溶け込ませている。水

素が抜けにくい 4 層構造

のオリジナルアルミパウ

チパッケージを使用。 

0.7~1.4ppm(出荷時) 

H 伏流水 水素をたくさん溶け込ま

せるために特殊なフィル

ターを透過させている。 

0.7~1.4ppm(出荷時) 

I 天然水 気液旋回方式でより高濃

度に水素を溶け込ませて

いる。4 層構造のアルミパ

ウチ容器を使用してい

る。サルフェート(体に不

要なものの排出や代謝に

働きかける成分 )を含ん

でいる。 

1.2~1.6ppm 

J 天然地下水 水素を溶かし込んだ高濃

度水素水。水素を逃がし

にくい独自のアルミパウ

チを使用。 

包装容器に記載なし 
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K 天然水 新技術で高濃度水素を注

入している。水素を逃し

にくい独自のアルミパウ

チを使用している。 

1.1~1.6ppm 

L 河川水 独自製法で水素分子を高

濃度に溶かし込んでいる。 
0.8~1.2ppm 

M 地下水 新技術で高濃度水素を注

入している。水素を逃し

にくい独自のアルミパウ

チを使用している。 

包装容器に記載なし 

ア

ル

ミ

缶

型 

N 天然水 体液に近い弱アルカリ性

の軟水を水素の抜けにく

いアルミ缶に入れている。 

表示溶存水素濃度：包装容器

に記載なし。 
ホームページ表示 0.3-0.8 
ppm(未開封時)、1.6ppm以上

(製造時) 
O 天然水 日本でも珍しい硬度 10の

超軟水を使用。高気密の

アルミ容器を採用し、水

素を抜けにくくしている。 

包装容器に記載なし。  
 

水

素

生

成

剤

型 

P 水道水他 水道水で簡単に水素還元

水が作れるタイプ。金属

マグネシウムが水と反応

して水素を発生させ、水

道水の酸化還元電位をマ

イナス値に下げて活性酸

素を抑制する。 

0.8～0.92ppm(8～12時間後) 

Q 水道水他 溶かして水素水、飲めば

サプリになる錠剤。 
１食１錠を目安に 500cc
の水に溶かしてお召し上

がりください。または、そ

のまま水またはお湯と共

にお召し上がりください

と表記されている。 
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実験方法

 溶存水素水（水素水）試料

 
本実験では、市販水素水として形態上からアルミパウチ型（水素ガス充填方式）、アルミ

缶型及び水素生成剤型の3つのタイプに分類し、入手可能な製品を試料として用いた。保

管は4℃に設定した冷蔵にて行った。  
アルミパウチ型は、水素ガス充填方式であり、特殊なアルミパウチを容器として、各種

の使用原水に水素ガスを吹き込んだものである。アルミパウチ型の水素水については、開

封後、できる限り空気を除いて再度、栓をして保管した。  
アルミ缶型は、高気密なアルミ缶に水素水を充填したものである。  
水素生成剤型は、スティック型である金属マグネシウム反応方式とタブレット型を用い

た。スティック型マグネシウム及びタブレットを500 mLの水道水ペットボトルに入れ、水

素水を調製した。 
 

各試料の使用原水、特徴及び表記水素濃度は表１に示したとおりである。  
 

 水素濃度の測定

試料中の溶存水素濃度は、ポータブル溶存水素計（佐藤商事（株））またはメチレンブル

ー滴定法キット（MIZ（株））を用いて測定を行った。  

・ポータブル溶存水素計

ポータブル溶存水素計（写真１）の測定対象は、溶液中の溶存水素であり測定方式は水

素還元方式、測定範囲は 0〜2,000ppb(0〜2ppm)、検出単位は 2ppb(0.02ppm)、精度は±

10ppb である。試料水を 50 mL ビーカーに 35 mL 入れ、ポータブル溶存水素計の先端を

試料液に浸し、溶存水素濃度を 3 分間測定した。 
 
 

写真 1 ポータブル溶存水素計 
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・メチレンブルー滴定法 ）

メチレンブルー滴定法は、MIZ 株式会社の溶存水素濃度判定試薬を使用して行った（写

真 3）。白金コロイド含有メチレンブルー溶液(Pt-Mb 溶液)には白金コロイド触媒が存在し、

試料水中に存在する化学的に不活性な分子状の水素分子の引き起こす還元反応により白金

コロイド含有メチレンブルー溶液が青色から無色透明になる化学反応を利用している（図

1）。白金コロイド触媒を含むメチレンブルー溶液の呈色変化終点までの滴下量から試料水

中の溶存水素濃度を簡易的に測定することができる（写真２-3）。約 0.6 mL の試料水を容

器に入れ、メチレンブルー溶液を滴下し、溶液の呈色変化を目視で確認した。呈色変化が

起こらなくなった滴下量を終点として、白金コロイド含有メチレンブルー溶液のメチレン

ブルー濃度と同溶液の合計滴下量から試料水中の溶存水素濃度を求めた。  
 
滴下したメチレンブルーの量を以下の算出式に代入して水素濃度を求めた。  

体積モル濃度×滴下した量＝メチレンブルー分子量＝水素分子量

溶存水素濃度判定試薬成分：エタノール、メチレンブルー、白金コロイド

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 メチレンブルー溶液と水素の還元反応  
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写真 2 

 

写真 3 

 

被検定水 測定試薬を添加した直後 還元反応により無色透明化
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結果と考察

まず、アルミパウチ型水素水（試料 A）を用いて、ポータブル溶存水素計及びメチレン

ブルー滴定法キットによる溶存水素濃度の測定を行った。図２に示したように両測定法に

おいて開封後、ほぼ表記通りの溶存水素が確認できた。製品記載の濃度は、充填時 1.4ppm
以上、お届け時 0.8ppm 以上となっていたため、測定濃度はいずれの測定方法においても

適合していた。測定条件設定の一要因となる開封後の空気による影響については、開封後

に空気をできるだけ除いて（脱気）保管することで 5 日間以上溶存水素が保持されたが、

空気を脱気しない場合は 3 日目には溶存水素はほぼ 0 ppm になっていた。よって、以降の

測定では、試料を開封した際には、できる限りの空気を排除して保管を行い、水素濃度の

測定を行った。また、予備実験において、室温保存と冷蔵庫での保存効果について検討し

た結果、温度の上昇に伴い溶存水素濃度の低下が認められたため、試料は冷蔵（4℃）保管

した。 
 

アルミパウチ型水素水の多くは、両測定法ともに図 3 及び図 4 に示したように製品表記

通りの溶存水素濃度を保持していた。また、同一商品の中でも、パックのロットにより溶

存水素濃度にバラツキが認められるものもあった。充填された水素水は、いずれの試料で

も開封時濃度が 1.2ppm 付近であり、長期間でも水素濃度が維持されていることが明らか

となった。多くの試料において、水素濃度が 1.2ppm 付近であったことから、この濃度が

水に溶ける飽和濃度と予測される。水素水製造メーカーのホームページでは、水素水は圧

力をかけると、1.6ppm を超える高濃度の水素水を製造することが出来ると記載があった

ことより、本実験での測定値は妥当であったといえる。  
試料 C、試料 H、試料 I では、開封後、容器中の水素水の量が少なくなったため溶存水

素量が大きく減少した。これは、残存する少量の水素水が空気と触れることによって水素

水中の水素が容器内の空気に抜けやすい状態になっていたと考えられる。試料 J、試料 K、

試料 L では開封後２日目から３日目にかけて大きく水素濃度が減少した。考えられる原因

としては、これは容器が一度開封すると密閉状態での保存は出来ない構造となっており、

 
図図 22  アアルルミミパパウウチチ型型水水素素水水のの脱脱気気保保存存効効果果 

○ ポータブル溶存水素計 □メチレンブルー滴定法 
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空気を抜いて保存しておいても一晩経つと容器内に空気が入り込んでしまっていたために

一気に溶存水素濃度が 0ppm になったと考えられる。少なくともこれら製品の 1 つは、近

年、浸透性が高いという特長を持つ水素の分子が逃げやすく保存が難しいという難点を克

服するため、一般的な口栓付アルミパウチの弱点である口詮を改善し、溶存水素濃度が逃

げにくくなった構造に改良している。  
試料 M 及び試料 N においては、アルミ缶に水素水が充填されているものであり、構造

上、一度開封すると保存する時に空気を抜いた状態を維持することができず、水素水が空

気に触れたままの状態であるため開封した翌日には溶存水素濃度は 0ppm になったと考え

られる。試料 C と試料 H では、ポータブル溶存水素計とメチレンブルー滴定法キットに

よる測定値に差があった。この 2 種以外の試料では両側定法間の測定値に差が認められて

いないことより、試料 C と試料 H にはメチレンブルー滴定法において測定を妨害する成

分が含まれていた可能性を示唆するものである。  
図 6 は、水素生成剤型水素水中の水素濃度を示した結果である。マグネシウムスティッ

クは、ペットボトル中の水道水に入れると 4 時間後より水中での発泡が確認され、6 時間

後に溶存水素濃度は 0.7 ppm となり、20 時間で 1.1ppm とアルミパウチと同程度の水素

水を生成することが明らかとなった。20 時間以降は徐々に溶存水素濃度は低下していっ

た。タブレット型では、水道水に錠剤を入れると直後から水素が発生し 20 分後に 0.5ppm
となり、その後、徐々に低下していった。本測定結果は、水道水中の錠剤の崩壊に時間を

要すること並びに空気中に生成気体が放出されたことなどが溶存水素濃度が低くなった原

因ではないかと推察された。むしろ、錠剤をそのまま飲んだ方が効果的であると考えられ

る。また、水素濃度の低下として考えられる原因としては、これらサンプルをペットボト

ルに入れて操作を行ったこと及びペットボトル内の空気への放出なども、水素濃度を低く

した一要因である可能性も考えられた。市販水素水製品でペットボトルが殆どないのは、

水素分子がペットボトルの層を通過しやすく機密性が保持できないことによるのではない

かと推察できる。 
以上、市販されている水素水では、概ねの試料が表示どおりの溶存水素濃度を保持して

いたが、中には表示濃度より若干低いものもあった。これは水素水を容器に充填するとき

に水素が抜けてしまったと考えられる。試料の中には溶存水素濃度の表記に「充填時」と

記載されているものが数種類あった。このように水素水が充填されている容器の違いによ

っても溶存水素濃度を保持する時間が異なることが明らかになった。今回、各種容器に充

填された溶存水素濃度を測定した結果、アルミパウチ構造の容器に充填されたものが一番

溶存水素を維持することができることが明らかになった。また、ペットボトル内で発生さ

せた水素水は溶存水素濃度を維持しにくいということが示唆された。いずれの場合も水素

水は開封すると溶存水素濃度は徐々に減少することが明らかになったため、保管は冷所保

存して、速やかに飲みきることが大切であると考えられる。  
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図図 33  アアルルミミパパウウチチ型型水水素素水水のの溶溶存存水水素素濃濃度度のの変変化化（（11）） 
○ ポータブル溶存水素計 □メチレンブルー滴定法 
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図図 44  アアルルミミパパウウチチ型型水水素素水水のの溶溶存存水水素素濃濃度度のの変変化化（（22）） 
○ ポータブル溶存水素計 □メチレンブルー滴定法 
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図図 55  アアルルミミ缶缶型型水水素素水水のの保保存存効効果果 

○ ポータブル溶存水素計 □メチレンブルー滴定法 
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図図 66 水水素素生生成成剤剤型型水水素素水水のの保保存存効効果果 

○ ポータブル溶存水素計 □メチレンブルー滴定法 
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